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臓器・全身スケールの3次元組織学による
多細胞システムへのアプローチ
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洲崎 悦生 先生
【要旨】
近年のさまざまな組織透明化および3次元イメージング法の発展により、細胞
解像度以上で臓器や全身を包括的に観察・解析することが可能となった。本
講演では、我々が開発するセルオミクスフレームワーク「CUBIC」を中心に、
多細胞システム解析の最先端手法を紹介する。近年開発に成功した全臓器染
色およびイメージングのための最新の手法「CUBIC-HistoVIsion」は、成体
マウスの全脳などの大型3次元臓器を均一に標識できる3次元組織学を実現し
た。さらに、全脳全細胞アトラス「CUBIC-Atlas」をリソースとしたウェブ
ベースのクラウド解析ソフトウェア「CUBIC-Cloud」では、多数のマウス全
脳イメージングデータを統合し、共通のアトラステンプレート上で定量解析
するプラットフォームを提供する。これらのCUBIC関連技術は、多細胞系の
臓器および全身スケールの組織学的分析を行うための高度な技術基盤として
機能し、様々な医学生物学分野でのシステミックな細胞・細胞ネットワーウ
解析と機能理解に威力を発揮する。

世話人：北海道大学遺伝子病制御研究所・大学院医学院 分子神経免疫学分野 村上正晃
共催 ：国立大学共同利用・共同研究拠点事業
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